
香川高等専門学校自己点検評価

評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

○高等専門学校の目的（高等
専門学校の使命，教育研究活
動を実施する上での基本方針，
及び，養成しようとする人材像
を含めた，達成しようとしている
基本的な成果等）が明確に定
められており，その内容が，学
校教育法に規定された，高等専
門学校一般に求められる目的
に適合するものであること。ま
た，学科及び専攻科ごとの目的
が明確に定められていること。

●高等専門学校の目的が，それぞれの学校の
個性や特色に応じて明確に定められ，その内容
が，学校教育法第115条に規定された，高等専
門学校一般に求められる目的に適合するもので
あるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明
確に定められているか。

　本校の目的，学科及び専攻科の目的は学則に規定するとともに，学校
としての教育目的，学科及び専攻科ごとの学習・教育目標，育成しようと
する技術者像を明確に定めている。また，本校の目的，教育理念等は，
高等専門学校創設の趣旨及び学校教育法上の高等専門学校の目的を
踏まえて制定していることから，学校教育法第115条に規定された目的に
適合する。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。
目的，目標の表記の
仕方が，資料により異
なっている。

平成30年度改組
に向けて平成28
年度中に統一す
る。

●目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に
周知されているか。

●目的が，社会に広く公表されているか。

○目的が，学校の構成員に周
知されているとともに，社会に
公表されていること。

①高等専
門学校の
目的に関
する事項

学生が携帯でき
る周知用グッズ
を作成する。

目的，目標の周知度を
高める必要がある。

ホームページだけでな
く，双方向型ネットワーク
（ICTオープンキャンパ
ス）を開設し，広く情報発
信している。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　本校の教育目的，学習・教育目標は，教職員及び学生に対して配布す
る出版物，ウェブサイト等さまざまな方法で周知している。また，教育目
的の理解度を把握するために，非常勤講師を含む全教職員及び本科２，
４年生，専攻科1年生を対象にアンケート調査を実施し，周知徹底を図っ
ている。

　本校が作成する多くの出版物やウェブサイトに，教育目的，学習・教育
目標を掲載し，中学生や保護者などに対しては学校案内，募集要項を配
布し積極的に説明している。また，県内中学校をはじめ就職先企業や進
学先の大学等には学校要覧を配布している。
　以上のことから，本校の目的は，社会に対して広く公表されている。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●学科の構成が，教育の目的を達成する上で適
切なものとなっているか。

●専攻科を設置している場合には，専攻科の構
成が，教育の目的を達成する上で適切なものと
なっているか。

●全学的なセンター等を設置している場合には，
それらが教育の目的を達成する上で適切なもの
となっているか。

●教育活動を有効に展開するための検討・運営
体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を
審議する等の必要な活動が行われているか。

●一般科目及び専門科目を担当する教員間の
連携が，機能的に行われているか。

●教員の教育活動を円滑に実施するための支
援体制が機能しているか。

○学校の教育に係る基本的な
組織構成（学科，専攻科及びそ
の他の組織）が，教育の目的に
照らして適切なものであること。

②教育組
織（実施
体制）に
関する事
項

○教育活動を展開する上で必
要な運営体制が適切に整備さ
れ，機能していること。

コース制を導入
し，高松キャンパ
スには機械，電
気，建設，物質化
学の４分野コー
スを配置する。詫
間キャンパスは
電子情報通信分
野に特化しつつ，
情報コース内に
ソフト教育に特化
するカリキュラム
を用意する。

科学技術の基盤を確
保しつつ産業構造の
変化に敏速に対応で
きる体制に再編するこ
とが必要である。また，
複合領域の教育研究
に対応できるコース制
の導入が必要である。
加えて，ソフトウェア開
発技術者の人材不足
に対応するためソフト
教育に特化するカリ
キュラムを用意する必
要がある。

小中学生向け理科教育
のためのみらい技術共
同教育センターと地域企
業との連携を図るための
地域イノベーションセン
ターを設置し，多方面の
活動をしている。
キャリアサポートセンター
を設置し，教育目標の一
つであるコミュニケーショ
ン能力の育成を目的とし
た各種企画運営してい
る。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　本校の使命を達成するために各学科は教育目的を定めており，それに
基づいた教育内容を実現するために教育課程を編成している。また，学
生の入学定員も適切であり，高等専門学校設置基準の規定に適合して
いる。教員配置も，本校の使命にある「創造力に富む実践的な技術者を
育成する」ために適切な配置となっている。

　本校専攻科は創造工学専攻と電子情報通信工学専攻からなり，それ
ぞれの専攻において教育目的を定めている。教育目的を達成するため
にそれぞれの専攻科で教育課程を設定している。教育課程の内容は，
修業年限２年間で準学士課程よりも高度な内容を教授し研究を指導する
内容としており，学校教育法の規定に適合している。

　「豊かな人間性を有し創造力に富む実践的な技術者の育成」するという
本校の使命に対応して情報基盤センターを設置し，全学的に活用してい
る。
　「地域における知の拠点としての社会貢献」については地域イノベー
ションセンター，みらい技術共同教育センターをそれぞれのキャンパスに
おいて活用している。
　以上の事から各センター等は全学的に利用され，教育の目的を達成す
る上で適切なものとなっている。

数学と物理の連
携のためのＷＧ
を発足させた。

数学と物理の連携が
必要である。

理系科目と専門科目の
連携ＷＧを設けた。
数学科教員の専門学科
担当制を平成28年度実
施に向けて検討してい
る。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　教務委員会を設置し，教務に関することについて審議を行っている。内
容によっては，事前に学科会議あるいは専攻科会議で検討を行い，そこ
で策定された案を教務委員会で審議し決定している。教務委員会での審
議内容と結果は，企画運営会議に報告され審議決定している。また，企
画評価室会議，ＦＤ委員会，点検評価委員会，外部評価委員会などによ
り教育体制の見直しを定期的に行い，各委員会議事録や年報により各
学科・教員に報告している。
　以上のことから，教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制
及び教育課程を有効に展開するための検討・運営体制を整備し，教育活
動等に係る重要事項を審議するなどの必要な活動を行っている。

　カリキュラムを検討するためのＷＧ等で積極的な意見交換を行い議論
しており，一般教員と専門教員との連携によって継続的な見直しを行って
いる。教育実践シンポジウムを定期的に開催し，一般科目・専門科目の
教員が話題を提供し，それらに基づき討論を行っている。
　以上のことから，一般科目及び専門科目を担当する教員の連携を機能
的に行っている。

　学習や教育課程に関することは教務主事が中心となる教務委員会，生
活指導，授業料免除，課外活動に関することについては，学生主事が中
心となる学生委員会や専攻長が中心となる専攻委員会，寮生活には，寮
務主事が中心となる寮務委員会がクラス担任と連携しながら対応してい
る。学級担任のしおりを年度初めに配布し，学級担任連絡事項をメール
で配信す等，学級担任の必要な業務の伝達を行い学級担任の教育活動
を支援している。キャリアサポートセンターを設置し，学級担任に適切な
支援をしている。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●教育の目的を達成するために必要な一般科
目担当教員が適切に配置されているか。

●教育の目的を達成するために必要な各学科
の専門科目担当教員が適切に配置されている
か。

●専攻科を設置している場合には，教育の目的
を達成するために必要な専攻科の授業科目担
当教員が適切に配置されているか。

●学校の目的に応じて，教員組織の活動をより
活発化するための適切な措置が講じられている
か。

●全教員の教育活動に対して，学校による定期
的な評価が行われているか。また，その結果把
握された事項に対して教員組織の見直し等，適
切な取組がなされているか。

●教員の採用や昇格等に関する基準や規定が
明確に定められ，適切に運用がなされている
か。

○教育活動を展開するために
必要な教育支援者等が適切に
配置されていること。

●学校における教育活動を展開するに必要な事
務職員，技術職員等の教育支援者等が適切に
配置されているか。

　事務職員，技術職員を，事務部，技術教育支援センター，図書館，情報
基盤センターに適切に配置している。
　以上により，学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技
術職員等の教育支援者等を適切に配置している。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。 特になし。 特になし。

○教育活動を展開するために
必要な教員が適切に配置され
ていること。

③教員及
び教育支
援者等に
関する事
項

○全教員の教育活動に対して，
学校による定期的な評価が行
われ，その結果を教員組織の
見直し等に反映させているこ
と。また，教員の採用及び昇格
等に当たって，適切な基準や規
定が定められ，それに従い適切
な運用がなされていること。

女性限定公募を
行い，適任者が
いないか，あるい
は，応募がなけ
れば女性優先採
用を行う。

女性教職員比率が低
い。

特になし。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。3

　一般科目を担当する専任教員は，高等専門学校設置基準で定められ
ている基準２９名を上回る３７名によって構成され，さらに２６名の非常勤
教員が一般科目の教育に携わっている。教育目標を達成するために適
切に設定したカリキュラムを有しており，その実施に必要な専門分野の
教員を配置している。また一般科目の教員と専門科目の教員間での協
議会などを通じて，教育の連携を図っている。
　以上より，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が
適切に配置されている。

　高等専門学校設置基準で定められている基準５０名を上回る８５名に
よって構成され，さらに１６名の非常勤教員が専門科目の教育に携わっ
ている。教育目的を達成するために設定したカリキュラムを有し，各科目
を担当するにふさわしい専門分野を有する専任教員および非常勤教員
を適切に配置している。
　以上より，教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担
当教員が適切に配置されている。

　専攻科は教育目的が達成されるようなカリキュラムが組まれており，ま
た専攻科は学位授与機構の特例適用認定を受けており，十分な実績を
持つ教員を適切に配置している。
　以上により，教育の目的を達成するために必要な専攻科の授業担当教
員が適切に配置されている。

　一般公募による採用選考を適切に実施することにより，教員組織の均
衡ある年齢構成に配慮しつつ，女性教員や多様な経歴を有する教員を
確保に努めている。多くの研修や教員同士の相互授業参観，他高専・技
術科学大学との人事交流などを通じて，教員や教員組織の研究・教育能
力の向上を図っている。
以上より，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じら
れている。

特になし。
特になし。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。3

　教員の教育活動に対する定期的な評価として，オープン授業，授業ア
ンケートや自己評価などの取り組みをしており，これらの結果は該当教
員に適切にフィードバックしている。
　以上より，全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価を
行っている。また，その結果把握された事項に対して教員組織の見直し
等，適切な取組を行っている。

　専任教員の採用は原則として公募によって行っており，採用情報は適
切な手段によって広く内外に周知している。
　専任教員の昇任においては，高等専門学校設置基準に示された職位
に応じた資格を有しており，かつ，研究や教育に関する実績を考慮して
いる。研究や教育，校務や地域貢献を含む学内外の貢献度を点数化す
ることによって，昇任の客観的な指標の一つとしている。
　以上より，教員の採用や昇格等に関する基準や規定は明確に定めら
れ，適切に運用している。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

○教育の目的に沿って，求める
学生像及び入学者選抜の基本
方針等の入学者受入方針（アド
ミッション・ポリシー）が明確に定
められ，公表，周知されている
こと。

●教育の目的に沿って，求める学生像及び入学
者選抜の基本方針等の入学者受入方針（アド
ミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の
教職員に周知されているか。また，将来の学生
を含め社会に理解されやすい形で公表されてい
るか。

　香川高等専門学校の創立に伴い新しいアドミッション・ポリシーを明確
に定め，準学士課程の入学生学生募集要項，編入学生募集要項並びに
専攻科学生募集要項に分かり易く掲載している。教職員に対しては広報
誌の配布や本校Webサイトにより周知している。入学説明会・高校説明
会や中学校・学習塾訪問により近隣県下の指導教員・学習塾関係者・中
学生・保護者への周知を積極的に行っている。学校のWebサイト，学生募
集要項や広報誌である学校案内に記載し，将来の学生を含め社会に広
く公表している。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。

学生募集要項に入学
者受入方針（アドミッ
ション・ポリシー）を構
成する「求める学生
像」は明文化されてい
るが，「入学者選抜の
基本方針」については
明文化されていない。
「求める学生像」にコ
ミュニケーション能力に
関する記述が必要で
ある。

「入学者選抜の
基本方針」を平
成29年度募集要
項に明記する。
学科再編に併せ
て「求める学生
像」にコミュニ
ケーション能力に
関する記述を追
加する。

●入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に
沿って適切な学生の受入方法が採用されてお
り，実際の入学者選抜が適切に実施されている
か。

●入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に
沿った学生の受入が実際に行われているかどう
かを検証するための取組が行われており，その
結果を入学者選抜の改善に役立てているか。

○実入学者数が，入学定員と
比較して適正な数となっている
こと。

●実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又
は大幅に下回る状況になっていないか。また，そ
の場合には，これを改善するための取組が行わ
れる等，入学定員と実入学者数との関係の適正
化が図られているか。

　本校の教育目標に沿った資質と学力を備えている学生を受け入れるた
めのアドミッション・ポリシーを明確に定ている。アドミッション・ポリシー
は，学生募集要項，学校案内，本校Ｗｅｂサイトに掲載し本校の教職員に
周知している。また，入学者募集説明会，中学校訪問・学習塾訪問，高
校説明会への積極的な参加や近隣県下中学校，高等学校，企業等への
募集要項や学校案内（広報誌）の配布，学校訪問，Ｗｅｂサイトを通じて，
中学生や保護者を含め社会に広く公表している。
　入学者の選抜は準学士課程並びに専攻科課程とも推薦および学力試
験で行っており，アドミッション・ポリシーに対応した選抜方法により入学
者を選抜している。
　学力選抜と推薦選抜により入学した学生の追跡調査により，アドミッ
ション・ポリシーに沿った学生が入学しているかの検証を行い，入学選抜
方法等の改善に努めている。
　実入学者数については，入学者数の推移資料に示されるように，準学
士課程ならびに専攻科課程において定員に比して過不足無い優秀な学
生が入学している。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。 特になし。

④学生の
受入に関
する事項

○入学者の選抜が，入学者受
入方針（アドミッション・ポリ
シー）に沿って適切な方法で実
施され，機能していること。

特になし。

　準学士課程の入学後
の追跡調査により入学者
受入方針（アドミッション・
ポリシー）に沿った学生
の受入が実際に行われ
ているか検証を行い，そ
の結果，入学試験委員
会で学科再編に併せて
学力選抜の改善を予定
しており，入学者選抜の
改善に役立てている。

4

　準学士課程の入学生選抜，編入学生選抜並びに専攻科入学生選抜の
実施要項を明確に定め，アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の
受入方法を採用している。
　各入学生選抜の実施要項に従って面接の問題・評定票・審査書を明確
に定め，入試小委員会や専攻委員会をへて実際の入学者選抜を適切に
実施している。

　準学士課程の推薦選抜ではほぼ全員が卒業しており，アドミッション・
ポリシーに沿った学生の受入が行われている。学力選抜においては基礎
学力が不足している学生を選抜しており，入試委員会において学科再編
に併せて学力入試の内申点の重みを改善することと，面接を導入するこ
との見直しを行っている。
　専攻科課程では，修了学生全員が独立行政法人大学評価・学位授与
機構の学位授与制度を利用した学位を有しており，アドミッション・ポリ
シーに沿った学生の受入を行っている。
　以上より，入試小委員会・専攻科委員会においてアドミッション・ポリ
シーに沿った資質と学力が適切に評価されているか検証し，入学選抜方
法の改善に役立てられている。

準学士課程にお
いては就職率１０
０％を常時達成し
ている。入試倍
率も高く維持して
いる。
専攻科課程にお
いては修了学生
全員が学位を授
与されている。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

（準学士課程）

●教育の目的に照らして，授業科目が学年ごと
に適切に配置され，教育課程が体系的に編成さ
れているか。また，授業の内容が，全体として教
育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達
成するために適切なものとなっているか。

●教育課程の編成又は授業科目の内容におい
て，学生の多様なニーズ，学術の発展の動向，
社会からの要請等に配慮しているか。

●教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実
習等の授業形態のバランスが適切であり，それ
ぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の
工夫がなされているか。

●教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが
作成され，事前に行う準備学習，教育方法や内
容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切
に整備され，活用されているか。

●創造性を育む教育方法の工夫が図られてい
るか。また，インターンシップの活用が図られて
いるか。

○豊かな人間性の涵養に関す
る取組が適切に行われている
こと。

●教育課程の編成において，一般教育の充実
や特別活動の実施等，豊かな人間性の涵養が
図られるよう配慮されているか。また，教育の目
的に照らして，課外活動等において，豊かな人
間性の涵養が図られるよう配慮されているか。

　　一般教育では芸術を除くすべての科目に専任教員を配置して，豊か
な人間性の涵養が図られるよう配慮している。また，特別活動，課外活
動等においても，様々な活動を通じて豊かな人間性の涵養が図られるよ
う配慮している。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。 特になし。

○成績評価や単位認定，進級・
卒業認定が適切であり，有効な
ものとなっていること。

●成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規
定が組織として策定され，学生に周知されている
か。また，これらの規定に従って，成績評価，単
位認定，進級認定，卒業認定が適切に実施され
ているか。

　成績評価や進級・卒業認定規定は学生便覧やホームページで公開さ
れ，学生に周知している。規定に従い，進級認定会議，卒業認定会議で
審議の上，進級及び卒業を決定する。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。 特になし。

○教育課程が教育の目的に照
らして体系的に編成されてお
り，その内容，水準が適切であ
ること。

○教育課程を展開するにふさ
わしい授業形態，学習指導法
等が整備されていること。

⑤教育内
容及び方
法に関す
る事項

特になし。特になし。
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3
　すべての学科において，演習，実験，実習が行われている科目の割合
は２０％以上を占めている。これらの形態は学習目標に応じて配置して
いる。また，教育内容に応じて学習指導法の工夫を行っている。

　教育課程の編成は，各学科とも楔型の科目配置としており，本校の卒
業時に身に付けるべき，学力や資質・能力に照らした卒業時の到達目標
を踏まえて，各学年の修了時の到達目標に沿うように各学年に適切に配
置している。また，全ての一般教育科目及び専門教育科目を学習教育目
標の各項目と対応するように配置し，全体として準学士課程の学習教育
目標を達成できる教育課程としている。 平成28年度に整

理を行う。

教育課程と学習教育
目標の関係が整理しき
れていない。

学生の多様なニーズへ
の対応がなされている。

本校では教育課
程の編成又は授
業科目の内容に
おいて，学生の
多様なニーズ，
学術の発展の動
向，社会からの
要請等への配慮
が優れている。

4
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

（専攻科課程）

●教育の目的に照らして，準学士課程の教育と
の連携，及び準学士課程の教育からの発展等を
考慮した教育課程となっているか。

●教育の目的に照らして，授業科目が適切に配
置され，教育課程が体系的に編成されている
か。また，授業の内容が，全体として教育課程の
編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するた
めに適切なものとなっているか。

●教育課程の編成又は授業科目の内容におい
て，学生の多様なニーズ，学術の発展の動向，
社会からの要請等に配慮しているか。

●教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実
習等の授業形態のバランスが適切であり，それ
ぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の
工夫がなされているか。

●教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが
作成され，事前に行う準備学習，教育方法や内
容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切
に整備され，活用されているか。

●創造性を育む教育方法の工夫が図られてい
るか。また，インターンシップの活用が図られて
いるか。

○教養教育や研究指導が教育
の目的に照らして適切に行わ
れていること。

●教育の目的に照らして，教養教育や研究指導
が適切に行われているか。

　教養科目は必修科目２科目を含め４科目を設置している。また，特別研
究においては大学（学士課程）と同等の研究指導を行っている。 3

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。 特になし。

○成績評価や単位認定，修了
認定が適切であり，有効なもの
となっていること。

●成績評価・単位認定規定や修了認定規定が
組織として策定され，学生に周知されているか。
また，これらの規定に従って，成績評価，単位認
定，修了認定が適切に実施されているか。

　成績評価・単位認定規定や修了認定規定を組織として策定し，学生便
覧に記載して学生に配布し周知している。また，これらの規定に従って，
各科目の成績評価，単位認定をシラバスに記載された方法により行い，
修了認定会議で修了認定を行っている。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。 特になし。

○教育課程が教育の目的に照
らして体系的に編成されてお
り，その内容，水準が適切であ
ること。

⑤教育内
容及び方
法に関す
る事項 ○教育課程を展開するにふさ

わしい授業形態，学習指導法
等が整備されていること。

　学習教育目標を達成するために，専門知識と技術が段階的に修得でき
るよう傾斜型に授業科目を適切に配置し，授業内容は全体として教育課
程の編成の趣旨に沿ったものとなっている。創造工学専攻においては，
準学士課程の専門学科との連続性が保証できるよう，コース毎にコース
必修科目とコース選択必修科目またはコース推奨科目を定めている。

3 平成28年度に整
理を行う。

教育課程と学習教育
目標の関係が整理しき
れていない。

特になし。
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

　演習，実験，実習が行われている科目の割合は２０％以上を占めてい
る。これらの形態は学習目標に応じて配置している。また，教育内容に応
じて学習指導法の工夫を行っている。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。 特になし。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●高等専門学校として，その教育の目的に沿っ
た形で，課程に応じて，学生が卒業（修了）時に
身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする
人材像等について，その達成状況を把握・評価
するための適切な取組が行われているか。

●各学年や卒業（修了）時等において学生が身
に付ける学力や資質・能力について，学校として
その達成状況を評価した結果から判断して，教
育の成果や効果が上がっているか。

●教育の目的において意図している養成しようと
する人材像等について，就職や進学といった卒
業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から
判断して，教育の成果や効果が上がっている
か。

●学生が行う学習達成度評価等，学生からの意
見聴取の結果から判断して，教育の成果や効果
が上がっているか。

●卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒
業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・
能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を
聴取する等の取組を実施しているか。また，その
結果から判断して，教育の成果や効果が上がっ
ているか。

○教育の目的において意図し
ている，学生が身に付ける学
力，資質・能力や養成しようとす
る人材像等に照らして，教育の
成果や効果が上がっているこ
と。

⑥教育の
成果に関
する事項

　本校の目的に沿って，学生が卒業及び修了時に身につけるべき学力
や資質・能力を学習教育目標として定め，それらに割り当てられた授業
科目及び実験・研究を各課程学年事及び各専攻毎に配置している。さら
に，他の専門科目の履修が可能なように配慮する等，教育の高度化及
び社会の要求に臨機応変に対応出来るようになっている。それらの達成
状況は，教務委員会および専攻委員会にて把握するとともに，学生自身
による確認についても指導している。
　準学士課程の卒業研究，専攻科の特別研究では，研究活動の状況，
卒業論文及び研究発表の内容をそれぞれの評価内容に応じた基準を設
定し達成度を検証，評価している。
　修了生，卒業生，及び卒業生受け入れ企業を対象としたアンケートによ
りこれらの取り組みの成果を確認している。

数学科教員を専
門学科担当制と
するなど，低学年
から，学生の教
科理解を促すた
めの，きめ細か
な取り組みを行
う。

工学教育におけるきめ
細かな取り組みを低学
年における教育に応
用する。

ほぼ全ての学生がその
希望に応じて専門性を生
かせる進路を選択できる
環境と，ほぼ１００％の就
職及び進学率を実現して
いる。

分析結果が，現
状分析のとおり，
評価基準を満た
している。

3
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●学習を進める上でのガイダンスが整備され，
適切に実施されているか。また，学生の自主的
学習を進める上での相談・助言を行う体制が整
備され，機能しているか。

●自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケー
ションスペース等のキャンパス生活環境等が整
備され，効果的に利用されているか。

●学習支援に関する学生のニーズが適切に把
握されているか。また，資格試験や検定試験の
受講，外国留学のための支援体制が整備され，
機能しているか。

●特別な支援が必要と考えられる学生への学習
支援体制が整備されているか。
また，必要に応じて学習支援が行われている
か。

●学生の部活動，サークル活動，自治会活動等
の課外活動に対する支援体制が整備され，適切
な責任体制の下に機能しているか。

●学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助
言を行う体制が整備され，機能しているか。

●特別な支援が必要と考えられる学生への生活
支援等を適切に行うことのできる状況にあるか。
また，必要に応じて生活支援等が行われている
か。

●学生寮が整備されている場合には，学生の生
活及び勉学の場として有効に機能しているか。

●就職や進学等の進路指導を行う体制が整備さ
れ，機能しているか。

特になし。

高専で初めての試みで
ある本校独自のスケ
ジュールダイアリーを作
成し，進路指導に活用し
ている。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　学生の生活に関わる指導，相談，助言を行う体制について，担任，厚
生補導委員会，および学生相談室により多面的に機能し，学生支援の
ネットワークを形成している。また，経済面に係る支援体制も充実してお
り，支援実績からも機能している。

　留学生に対して施設面や留学生担当教員の配置，学生のチューターな
どの支援ネットワークを形成し，十分機能している。また，障害を持つ学
生への支援体制も整備している。

　各個室にエアコンを設置し，快適な寮生活が送られている。近年，寮生
は落ち着いた雰囲気で生活しており，スポーツ大会など各種年間行事
や，ゴミの分別・清掃などの日課いずれについても寮生主体に運営さ
れ，寮が集団生活の場として有効に機能している。

　「キャリア概論」，保護者懇談会など低学年のうちからキャリアサポート
センターを中心として全学科，全学年対象の進路指導を進める体制を整
備し実施している。他高専に先駆け，本校独自のスケジュールダイアリー
を製作し，学生の就活支援をしている。

○学習を進める上での履修指
導，学生の自主的学習の相談・
助言等の学習支援体制が整備
され，機能していること。また，
学生の課外活動に対する支援
体制等が整備され，機能してい
ること。

⑦学生支
援等に関
する事項

○学生の生活や経済面並びに
就職等に関する相談・助言，支
援体制が整備され，機能してい
ること。

3

　全学生に修学上のオリエンテーションを整備・充実している。学生の自
主学習を進める上での相談・助言を行う体制も担任等を中心に全教員に
より整備し，機能している。
　学生相談室が，修学上の悩みのある学生と直接面談するだけでなく，
該当教科担当の教員と学生との連携役を担いながら相談・助言のネット
ワークを構築している。
　以上のことから，学習を進める上でのガイダンスを整備し，適切に実施
している。また，学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制
を整備し，機能している。

　各種自主的学習環境および厚生施設，コミュニケーションスペース等の
キャンパス生活環境等を整備し，効果的に利用している。

　全学科で開催される教育改善（プログラム改善）委員会において学生
のニーズの大部分を集約していることに加えて，上記のように対話集会，
意見箱の設置，授業における対話報告書など多岐に渡る手段で意見を
汲み取っているため，学生のニーズは適切に把握している。

　特別な学習支援が必要な学生に対する学習支援体制を整備し，実施し
ている。事前指導を行い，香川高専入学前の学校の教育目標と香川高
専の教育目標とのギャップを埋め，スムーズに新しい環境に適用できる
ように配慮している。

　すべての学生の課外活動に対して管理組織，運営費および施設が整
備され，適切な責任体制の下に機能している。

担当部署の連絡
を密にする。

各種ガイダンスの実施
が各学科等の担当部
所に任されている。

課外活動支援のための
特命教員を採用し，技術
の向上に努めている。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●学校において編成された教育研究組織の運
営及び教育課程の実現にふさわしい施設・設備
が整備され，適切な安全管理の下に有効に活用
されているか。また，施設・設備のバリアフリー化
や環境面への配慮がなされているか。

●教育内容，方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ
環境が十分なセキュリティ管理の下に適切に整
備され，有効に活用されているか。

○図書，学術雑誌，視聴覚資
料その他の教育研究上必要な
資料が系統的に収集，整理さ
れていること。

●図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研
究上必要な資料が系統的に収集，整理されてお
り，有効に活用されているか。

　専門教員からの依頼で関係図書類を揃える一方で，学生の興味を持
つ書籍に関しても取り入れるためのシステムを有しており，多くの学生・
教職員が利用している。学生に専門以外の図書にも触れ合う機会とし
て，ブックハンティングやコンクールを実施，教職員と学生による図書紹
介を行っており，利用率を高めるための工夫をしている。
　図書システムにＩＴを導入することで，専門図書の検索，文献複写の依
頼・受付等の研究に関する補助的機能の向上，平日の開館時間の延長
や土曜日の開館を行い時間外の利用ができる体制を有しており，利便性
を高めている。図書館内にパソコン検索やAV機器コーナーも配置してお
り，図書館として十分な機能を発揮している。
　以上のことから，図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必
要な資料を系統的に整備し，有効に活用している。

3
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

特になし。 特になし。

バリアフリー未対
応の施設・設備
が無いよう，さら
なるバリアフリー
化を進める。

バリアフリー化が100%
完了していない。

教室だけでなく，工場も
エアコンを設置すること
により，授業環境を整え
ている。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　最近の施設改修工事として，高松キャンパスでは平成２２年度から平
成２６年度の間に管理部及び一般教育棟の内部改修工事を，詫間キャ
ンパスでは平成２１年度から平成２５年度の間に第二学科棟及び第三学
科棟を高度化再編にともなう内部改修および平成２４年度に寄宿舎の耐
震改修工事を行い，省エネルギーおよび安心・安全に配慮した耐震改修
を実施し，共用スペース等の有効活用を図り，校内の環境保全，ユニ
バーサルデザインの導入により教育環境が大いに改善した。
　また，本校の教育・研究環境の充実のためには，維持保全および，施
設整備事業を鋭意行っていくことが必要であり，設置後30年以上を経過
している基幹設備の老朽化改善対応を計画的に実施しなければならな
い。
　これらの改善改修を計画的に実施するため，平成２７年度に作成した
キャンパスマスタープランに従って，施設整備事業に係る予算要求を
行っていく。
以上のことから，本校の施設・設備については，高等専門学校設置基準
に定める基準を満たし，整備されており有効に活用され，バリアフリー化
や環境面への配慮をしている。
　インターネット利用を含め，学生のネットワーク利用状況は良い。また，
学生寮にもネットワークを整備しており，学生の需要を満たしている。ネッ
トワークのセキュリティを確保するために，スパムフィルターやアンチウィ
ルスソフトを導入するなど，ソフトウェア面からの対策は充足している。学
生・教職員のニーズを満たす点では，校内LAN，外部接続とも十分であ
る。
　以上のことから，情報ネットワークが十分なセキュリティ管理の下に適
切に整備され，有効に活用している。

⑧施設・
設備に関
する事項

○学校において編成された教
育研究組織及び教育課程に対
応した施設・設備が整備され，
適切な安全管理の下に有効に
活用されていること。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●教育の状況について，教育活動の実態を示す
データや資料が適切に収集・蓄積され，評価を
適切に実施できる体制が整備されているか。

●学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取
が行われており，それらの結果をもとに教育の状
況に関する自己点検・評価が，学校として策定し
た基準に基づいて，適切に行われているか。

●各種の評価の結果を教育の質の向上，改善
に結び付けられるような組織としてのシステムが
整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継
続的な方策が講じられているか。

●個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞ
れの質の向上を図るとともに，授業内容，教材，
教授技術等の継続的改善を行っているか。ま
た，個々の教員の改善活動状況を，学校として
把握しているか。

●研究活動が教育の質の改善に寄与している
か。

●ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法
で実施され，組織として教育の質の向上や授業
の改善に結び付いているか。

●教育支援者等に対して，研修等，その資質の
向上を図るための取組が適切に行われている
か。

学生による授業
アンケートに大人
数講義の教育効
果の検証を可能
とする項目を加
える。

大人数講義の教育効
果を調査する必要があ
る。

全国高専中初めて理数
系科目に大人数講義を
導入した。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）は，ＦＤ委員会が中心となって実施
している。ＦＤ活動として，ＦＤ委員会あるいは各部署でそれぞれ企画す
る全学的な活動，各組織での活動，個人での活動などを実施している。
　平成２７年度教育実践事例報告会では，全国高専中初めて理数系科
目に大人数講義を導入した事例紹介を行い，次年度から社会系科目を
はじめとする科目や詫間キャンパスでも実施を予定しており，ＦＤ活動が
教育の質の向上や授業の改善に結びついている。
　以上のことから，FDを組織として適切な方法で実施し，教育の質の向
上や授業の改善に結び付いている。

　教育支援者等に対する研修等は，総務課および技術教育支援セン
ターが中心となり，それぞれ規程に則り実施している。研修の成果は，資
格の取得，特許の取得，研究費の獲得など，職員の資質の向上につな
がっている。
　以上のことから教育支援者に対して，研修等，その資質の向上を図る
ための取組みを適切に行っている。

学生による授業アンケー
トを全科目で年２回実施
しており，当該年度で授
業改善の効果がフィード
バックが可能である。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　教育活動の実態を示すデータや資料の収集・蓄積と評価は教務委員
会と専攻科委員会が主導し適切に実施している。企画評価室が各種委
員会を統括して計画・実施・点検評価・改善を行い，外部評価委員会に
おいて外部からの評価もフィードバックできる体制を構築しており，適切
に実施している。

　学生による授業評価アンケート，卒業生，修了生及び就職企業先等に
対するアンケート，意見箱の設置など，様々な取組みを行い学校の構成
員，学外関係者の意見を聴取している。その結果をもとに点検評価委員
会で学内の視点で点検評価した事項を，学外有識者を交えた外部評価
委員会と各専門学科主催の卒業生及び修了生との懇話会で学外の視
点で点検評価した事項を基に自己点検報告書を作成している。
　以上のことから，学校の構成員，学外関係者の意見の聴取を行ってお
り，教育の状況に関する自己点検・自己評価を適切に行っている。

　自己点検・自己評価委員会の結果を受け，教務委員会，専攻科委員会
をはじめとする各種委員会を中心とした教員間連絡ネットワーク組織を
もって，教育の質の向上，改善に結びつけるシステムが整備・改善に結
びつける運用を行っている。
　以上のことから，教育の質の向上，改善に結びつけるシステムを整備
し，具体的かつ継続的な方策を講じている。

　個々の教員は，学生の授業アンケートや活動報告書の自己評価による
評価結果に基づいて，教育の質の向上を図っている。授業アンケートに
よる評価結果はWebサイトで公開している。さらに，毎年自己評価を行
い，前年度と比較した改善状況を把握している。
　以上のことから，十分な質の向上と継続的改善を行っており，その状況
を学校として把握している。

　教員の研究や学生の学会発表などを積極的に行い，これらの成果を学
生の卒業研究や特別研究に反映している。教員の教育方法等の研究活
動により，授業の実施内容・方法の改善を行っている。
　以上のことから，研究活動が教育の質の改善に十分寄与している。

各教員のオフィス
アワーのWeb公
開を行う。
卒業生・修了生
に対するアン
ケート，就職先に
対するアンケート
を実施する。

各教員のオフィスア
ワーの教員室入り口
掲示，Web公開が行わ
れていない。
卒業生・修了生に対す
るアンケート，就職先
に対するアンケートの
実施が必要である。

○教員及び教育支援者等の資
質の向上を図るための取組が
適切に行われていること。

⑨教育の
質の向上
及び
改善のた
めのシス
テム

○教育の状況について点検・評
価し，その結果に基づいて改
善・向上を図るための体制が整
備され，取組が行われており，
機能していること。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●高等専門学校の研究の目的に照らして，研究
体制及び支援体制が適切に整備され，機能して
いるか。

●研究の目的に沿った活動の成果が上げられ
ているか。

●研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改
善を図っていくための体制が整備され，機能して
いるか。

●高等専門学校の教育サービスの目的に照らし
て，公開講座等の正規課程の学生以外に対する
教育サービスが計画的に実施されているか。

●サービス享受者数やその満足度等から判断し
て，活動の成果が上がっているか。また，改善の
ためのシステムがあり，機能しているか。

○国際交流を推進するための
実施・支援体制が整備され，機
能していること。

●国際交流を推進するための実施・支援体制が
整備され，機能しているか。

　国際交流活動を推進する全校組織として国際交流室を設置し，各学科
１名の教員から構成している。事務部門は総務課・学務課・学生課が担
当している。国際交流室にて具体の活動を計画し，国際交流委員会の審
議を経て活動を実施している。国際交流室会議を１～２か月に１回開催
している。学生・教員の国際交流活動予算は，本校の国際交流経費，国
際交流活動支援基金，高専機構本部からの支援金，ならびに学生支援
機構の奨学金である。

3

最近の他大学，
高専の活動状況
をみて，本校は
水準に達してい
ると判断される。

各学科の室員が業務分
担を行い国際交流を推
進している。
学生に対する経費支援
体制ができている。

特になし。

○国際交流活動を適切に実施
し，成果が上げられていること。

●国際交流活動を適切に実施し，成果が上げら
れているか。

　海外の９大学及び１学部と学術交流協定を締結し，学生交流等に必要
となる協定の実施細則を3校と締結した。協定校と国際シンポジウム等を
開催し，学生および教職員を派遣して交流の活性化を図っている。これ
により毎年延べ30～40人の学生が海外渡航を体験している。 また，海外
語学研修，国際理解教育，招聘講師による英語専門授業，留学生の地
域交流活動支援を実施している。

4

学術交流を主体
とする学生交流・
教員交流を協定
校と継続的に実
施しており，水準
を超えていると考
えられる。

協定校と共催で国際シン
ポジウム等を開催するこ
とで，本校学生の研究成
果発表と国際経験の場
を継続的に提供してい
る。

参加できる教員が固定
化され，活動に広がり
がない。
学生受入れの寮施設
が少なく，相互の学生
交流活動に限界があ
る。

多くの教員に積
極的な参加を依
頼する。

科研費の申請率が，全
国高専の中でも上位グ
ループに位置している。
キャンパスを横断したグ
ループを組んで研究活
動を行っている。

分析結果が，現
状分析のとおり，
評価基準を満た
している。

3

　学校の目的を達成するため，校長を本部長とする地域人材開発本部人
材開発本部を組織して研究活動を支援する体制としている。キャンパス
内における取組みは，両キャンパスにセンターを設置して的確な活動推
進を行えるようにしている。さらに外部に香川高専産業技術振興会を組
織し，教育研究活動の支援と検証を行う体制としている。
　この取組みの結果，科研費等の外部資金の獲得，論文等の外部発信
や知財権利化において増加傾向を維持してきた。また，学位授与機構の
特例適用認定も専攻科全コースにおいて受けることができた。
　これらの研究活動については，校長裁量経費の報告書のほか，年報へ
の詳細な業績報告を義務付けるとともに，シーズ発表会や産業技術振興
会とのセミナーなどを通じて評価を受ける仕組みとなっている。

⑪正規課
程の学生
以外に対
する教育
サービス
に関する
事項

○高等専門学校の目的に照ら
して，正規課程の学生以外に対
する教育サービスが適切に行
われ，成果を上げていること。

⑩研究活
動に関す
る事項

○高等専門学校の目的に照ら
して，必要な研究体制及び支援
体制が整備され，機能してお
り，研究の目的に沿った活動の
成果が上がっていること。

⑫国際交
流に関す
る事項

特になし。

今後，実績ある
地域協力を地域
連携へ，さらなる
発展を図り，産業
界に対する事業
への展開に繋げ
る。

技術相談など産業界
に対する事業が，公開
講座，出前授業，をは
じめとする，主に小中
学生を対象とする地域
協力に比べて少ない。

公開講座，出前授業，地
域協力等の取り組み，特
に小中学生の理科学離
れ対策事業は現代GP，
大学改革推進事業終了
後も運営費交付金により
ほぼすべてに事業が継
続されている。

技術相談，公開
講座，出前授
業，地域協力等
の取り組み状況
体験入学やオー
プンキャンパスの
実施状況
現代GP，大学改
革推進事業終了
後の事業継続
以上の実績によ
り特に優れてい
ると判断した。

5

　本校の使命・目標に掲げられた「地域における知の拠点としての社会
貢献」を目的とし，技術相談，公開講座，出前授業，地域協力等の取り組
みを毎年計画的に実施している。
　学校行事として，体験入学やオープンキャンパスを毎年計画的に実施
し，多数の中学生，一般の参加を得ている。図書館の施設も規則を定め
て一般開放されており，利用者も多く地域の文化向上に一役買ってい
る。また，現代GP，大学改革推進事業終了後もほとんどの事業を継続実
施している。
　以上のことから，正規課程の学生以外に対する教育サービスは適切且
つ計画的に実施している。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●学校の目的に沿った教育研究活動を安定して
遂行できる資産を有しているか。また，債務が過
大ではないか。

●学校の目的に沿った教育研究活動を安定して
遂行するための，経常的収入が継続的に確保さ
れているか。

●学校の目的を達成するために，外部の財務資
源の活用策を策定し，実行しているか。

●学校の目的を達成するための活動の財務上
の基礎として，適切な収支に係る計画等が策定
され，関係者に明示されているか。

●収支の状況において，過大な支出超過となっ
ていないか。

●学校の目的を達成するため，教育研究活動
（必要な施設・設備の整備を含む）に対し，適切
な資源配分がなされているか。

○学校の財務に係る監査等が
適正に実施されていること。

●学校を設置する法人の財務諸表等が適切な
形で公表されているか。
●財務に対して，会計監査等が適正に行われて
いるか。

　財務等に対する外部監査として高専機構監事監査，会計検査院実地
検査，また，内部監査として高専相互会計内部監査，本校職員による内
部会計監査を行い，会計監査等を適切に行っている。
　また，高専機構は財務諸表を公表することが法律で義務付けられてお
り，高専機構としての財務諸表等は，官報公告，高専機構ウェブサイト等
により広く公表し，適切に実施している。

3

　現状分析のと
おり，財務に係る
監査等が適正に
実施されており，
また，財務諸表
等が適切な形で
公表されている。

　特になし 　特になし

　校長裁量経費
等の重点配分経
費により，更なる
教育研究活動の
活性化や教育研
究環境の整備充
実を図る。

　運営費交付金等基
本的財源は確保され
ているものの，今後，
科学研究費補助金等
の競争的資金の獲
得，寄附金，受託研究
費，共同研究費等の
受入件数を増加させる
ことが必要である。ま
た，地域企業等との連
携をより積極的に進め
るなど，より一層の外
部資金獲得に向けた
取組を行う必要があ
る。

⑬財務に
関する事
項

○学校の目的を達成するため
に，教育研究活動を将来にわ
たって適切かつ安定して遂行で
きるだけの財務基盤を有してい
ること。

○学校の目的を達成するため
の活動の財務上の基礎として，
適切な収支に係る計画等が策
定され，履行されていること。

　特になし

　運営費交付金算定
ルール及び業務効率化
により，高専機構からの
配分予算額が毎年削減
される中で，教育研究経
費配分額の一定の確保
を図っている。

　現状分析のと
おり，適切な収支
に係る計画等が
策定され，履行さ
れている。

4

　各年度の予算に係る計画については，企画運営会議で審議し承認され
た学内予算配分方針に基づき適正に配分しており，学内予算配分通知
書により教職員へ周知するととに，財務会計システムにより予算配分
額，執行済額及び残額の収支状況を一元管理していることから，過大な
支出超過とはなっていない。
　また，校長裁量経費により，教育研究活動の活性化を図るための競争
的環境を創出し，教育研究活動に対し，適切な資源配分を行っている。

　学校の目的を達成する
ための財源確保や予算
の重点配分など，適正か
つ効率的な予算の獲得
及び執行に対する努力
を行っている。
　また，外部資金獲得の
ための校長裁量経費の
配分など，教育研究活動
の活性化を図るととも
に，外部資金の増加に積
極的に取り組んでいる。

　現状分析のと
おり，教育研究
活動を将来にわ
たって適切かつ
安定して遂行で
きるだけの財務
基盤を有してい
る。
　また，学校の目
的を達成するた
めに，外部資金
獲得に向けた積
極的な取り組み
を行っている。

3

　本校の校地，校舎，設備等は，法人化移行の際に国から承継を受けた
ことにより，十分に教育研究活動を安定して遂行できる資産を有している
とともに，その都度，施設等整備の充実を図り，必要な施設，設備を整備
しており，債務の状況についても，貸借対照表を財務分析した結果，債
務は過大ではない。
　運営費交付金及び施設費のほか，授業料，入学検定料，入学料等の
本校の自己収入についても，安定した収入を確保している。
　また，科学研究費補助金等獲得に向け，校長裁量経費による積極的な
教育研究支援を行うとともに，共同研究費及び受託研究費等受入のた
め，地域イノベーションセンターを中心とした活動により，申請，受入件数
及び獲得，受入金額が増加傾向にある。

　各年度の予算に係る計画については，企画運営会議で審議し承認され
た学内予算配分方針に基づき適正に配分しており，学内予算配分通知
書により教職員へ周知するととに，財務会計システムにより予算配分
額，執行済額及び残額の収支状況を一元管理していることから，過大な
支出超過とはなっていない。
　また，校長裁量経費により，教育研究活動の活性化を図るための競争
的環境を創出し，教育研究活動に対し，適切な資源配分を行っている。
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評価項目 評価基準 観　　　　点 現状分析
分析
結果

根拠理由 優れている点 改善を要する点 改善策

●学校の目的を達成するために，校長，各主
事，委員会等の役割が明確になっており，校長
のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が
行える態勢となっているか。

●管理運営の諸規程が整備され，各種委員会
及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に
活動しているか。また，危機管理に係る体制が
整備されているか。

●自己点検・評価が学校として策定した基準に
基づいて高等専門学校の活動の総合的な状況
に対して行われ，かつ，その結果が公表されて
いるか。

●自己点検・評価の結果について，外部有識者
等による検証が実施されているか。

●評価結果がフィードバックされ，高等専門学校
の目的の達成のための改善に結び付けられるよ
うなシステムが整備され，有効に運営されている
か。

●外部有識者等の意見や第三者評価の結果が
適切な形で管理運営に反映されているか。

●学校の目的を達成するために，外部の教育資
源を積極的に活用しているか。

○高等専門学校の教育研究活
動等の状況やその活動の成果
に関する情報を広く社会に提供
していること。

●高等専門学校における教育研究活動等の状
況や，その活動の成果に関する情報を広くわか
りやすく社会に発信しているか。

　本校の教育研究活動の状況やその成果は，ウェブサイトや発刊物さら
には各種メディアにより地域社会に情報を発信している。 3

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

ホームページだけでな
く，双方向型ネットワーク
（ICTオープンキャンパ
ス）を開設し，広く情報発
信している。

特になし。

段　　階 評価水準

５ 特に優れている

４ 優れている

３ 水準に達している

２ 改善の余地がある

１ 改善を要する

3

　外部評価委員会における外部有識者からの意見・提言を管理運営に
反映し，改善を行っている。
　単位互換制度，「戦略的技術者育成アドバンスドコース」，「香川高専グ
ローバル・エンジニア研修プログラム」，「企業技術者等活用プログラム」
等，国内外の機関を教育資源として活用している。

企画評価室が中
心となって年報
の内容を検討す
る。

毎年発行している本校
の活動成果報告書「年
報」について，内容を
精査するとともに，学
内各種委員会の活動
内容をＰＤＣＡに沿って
報告するなど改善が必
要である。

学校活動の記録及び自
己点検・評価の資料とし
て年報を発行している。
企画評価室を設置して自
己点検・評価を機動的に
実施できる体制を整備し
た。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　本校の活動の総合的な状況に対する自己点検・評価は，点検評価委
員会が中心となって，自己点検評価項目及び評価基準に基づき実施し，
その結果は，本校の活動成果報告書「年報」とともに，ウェブサイトにお
いて公表している。
　学外の有識者の意見を学校の運営に反映させるため，外部評価委員
会を定期的に開催し，自己点検評価結果について意見・提言を受けてい
る。また，検証結果は，教職員全体で共有し，本校ウェブサイトにおいて
広く社会に公表している。
　自己点検評価の結果について，機動的かつ効果的に推進することを目
的として，平成２７年度から新たに，各キャンパスの副校長，教務主事，
専攻長等を構成メンバーとする企画評価室を設置し，ＰＤＣＡサイクルに
よる学校運営を継続して推進するため中核的役割を果たしている。

⑭管理運
営に関す
る事項

○学校の目的を達成するため
に必要な管理運営体制及び事
務組織が整備され，機能してい
ること。

○学校の目的を達成するため
に，高等専門学校の活動の総
合的な状況に関する自己点検・
評価が行われ，その結果が公
表されていること。
また，その結果を受け，改善に
結び付けられるようなシステム
が整備され，有効に運営されて
いること。

○学校の目的を達成するため
に，外部有識者等の意見が適
切に管理運営に反映されてい
ること。また，外部の教育資源
を積極的に活用していること。

特になし。

ＯＢ人財バンクや企業技
術者等活用プログラムな
ど，多数のプログラムを
企画，活用している。

現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。

3

　学校の目的を達成するため，校長を補佐する副校長，各主事，委員会
等の役割を明確に規定し，副校長及び教務，学生，寮務の３主事を高
松，詫間両キャンパスにそれぞれ配置している。また,管理運営に関する
重要事項については,各種会議で審議・検討後，校長のリーダーシップの
下で，効果的な意思決定を行える体制となっている。
　管理運営に関する諸規程を，香川高専規則集として整備している，教
職員は各種委員会に構成員及び陪席者として参画し，協同して学校運
営に携わっている。
　危機管理に関しては，リスク管理室を中心に香川高専防災マニュアル
に基づき，迅速かつ的確に対処する体制をとっている。

特になし。特になし。
現状分析のとお
り，評価基準を満
たしている。
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